
■ 学校の共通目標  

授業作り 

重 

点 

・タブレット端末を活用し、個別最適化を推進する授業づくり。 

・児童の実態に応じた教材づくり。 

・板書の工夫による視覚化。 

中
間
評
価 

・デジタルドリルやオクリンク等を学習の導入やまとめで効果的に

活用し、児童の意欲や学習理解を高めることができた。 

・タブレット端末を使用した協働的な学びの実践を、積極的に進めて

いきたい。 
最
終
評
価 

・全学年がデジタルドリルを継続して活用した。児童の課題に応じて取組むことが

できた。 

・オクリンクや発表ノートを用いて学習課題に取組み、児童同士が交流する活動に

取り入れることができた。 

・分散登校中に、チームズによるオンライン授業を実施し、全学年で学びの継続に努

めたことにより、指導計画通りに学習を進めることができた。 

 

環境作り 

・ソーシャルディスタンスや三密回避を意識させる工夫。 

・学習・生活の規律の徹底。 

・廊下等の掲示物や床の目印、看護当番の声かけにより児童の意識を

喚起することができている。 

・生活指導夕会等で、児童の実態や課題を共通理解したり確認したり

して、教職員全員で指導している。 

・毎週の生活指導夕会と看護当番による生活指導の連携が良好だったため、児童が安

全に落ち着いて生活することができた。 

・不登校等、児童や家庭の問題に組織的に対応することにより、担任の負担が軽減さ

れたが、状況の改善に向けては、専門機関や地域との協力をより密にしていく必要

がある。 

 

■ 学年の取組内容 

２ 

国語 

学 物語文では音読を通して、登場人物の気持ちを考えて主体

的に表現することを楽しんでいる。文字の書き取りでは、ひら

がなやカタカナ、既習の漢字を正しく書くことができない児童

が多い。 

・既習漢字について、正確に書く力を伸ばす必要があ

る。 

 

・助詞（は・を・へ）や促音、拗音の正しい表記に課

題がある。 

 

・ミニ漢字テストを定期的に行う。テストの前には、必ず間 

違いやすいポイントを確認して、授業で練習をさせたり、

家庭学習で確認させたりする。 

・ノートを毎時間回収し、間違いがある場合には個別に支援を

する。 

・1年生に配当されている漢字については書けるようになっ

てきた。今後は、２年生の既習漢字について繰り返し練習

するプリントに取り組むようにしていく。助詞（は・を・

へ）や促音、拗音については、引き続き正しい表記に直さ

せたり、MIMに取り組んだりして定着を図る。 

・漢字については、漢字練習を繰り返すことなどを通

して習熟に取り組んできたので定着した。また、文

章を読んで自分の思いや考えを書いたり、経験した

ことを書いたりできるようになってきた。今後は、

文の構成を整えて書く指導が必要である。 

算数 

学 計算問題は積極的に行う児童が多い。しかし、文章題の意

味が分からなかったり、計算で見直しをせずケアレスミスをし

たりすることがよくあり、正確さに欠ける。繰り上がりや繰り

下がりの計算が苦手な児童も複数名いる。 

・繰り上がりや繰り下がりのある加減計算の技能に課

題があり、計算ミスをなくす必要がある。 

・文章問題の内容に合った立式ができるようにする。 

・文章問題では、立式に必要な数字や言葉に着目させ、立式で

きるように指導する。また、デジタルドリルなどを活用して

繰り返し取り組ませる。 

· デジタル教材を用いて、視覚的、体験的に理解できるよう

に指導をしていく。 

・基礎的な加減計算については習熟してきた。また、加減の

文章問題については内容にあった立式もできるようになっ

てきた。今後は、かけ算の習熟と立式について、ドリルパ

ークなどを活用して繰り返し指導していく。 

・かけ算九九は繰り返し学習することで定着した。ま

た、情報を適用して立式し正しい答えを出すこと、

長さについては身近にある単位の理解と計算の仕方

については、それぞれ繰り返し問題を解き、定着さ

せていく必要がある。 

３ 

国語 

調 新宿区学力定着度調査の結果は、区の平均を１０ポイント

以上下回った。特に、漢字の読み書きの正答率が低い。 

学 語彙が少なく、漢字の誤答や書けない漢字も多い。文章を

書かせても、習った漢字を使わず平仮名で書いており、書く

量も少ない。 

・説明文や物語文の読解の力が弱く、文章の内容を正し

く読み取ることができるように指導する必要がある。 

 

・漢字の読み書きに課題がある。 

・自分の考えを文章に書き表すことが苦手である。 

・説明文や物語文の練習問題を解く際には、答えの振り返り

を大切にし、全体で文章を読みとって理解できるようにす

る。 

・漢字の家庭学習を毎日出す。 

・テーマや字数を決めた作文に取り組み、書くことに慣れた

り、提示した書き方をもとに、書き方を学んだりできるよう

にする。 

・全体で文章を読み取って理解できるようになってきた。引

き続き答えの振り返りを行い、間違いを自分で正すことがで

きるようにさせたい。 

・漢字の習熟についてはまだ乏しい。現在も家庭学習に加え

て国語の時間に５問テストを行っていく。 

・書き方の練習を行っているが、単語を書くときに平仮名や

片仮名で躓く児童がいるため、引き続き行っていく。 

・説明文や物語分の読解力は、音読や説明文の読解を繰

り返し行わせることによって定着した。しかし、漢字

の習熟に差があり、書くことに苦手意識のある児童が

まだ多い。次年度も繰り返し漢字の習熟には力を入れ

る必要がある。 

算数 

調 新宿区学力定着度調査の結果は、１０ポイント以上区の平

均を下回った。特に、かけ算と計算の正答数が低い。 

学 学習に意欲的で発言も多い。しかしノートに書く時間や計

算に時間がかかる児童が多く、計算ミスが目立つ児童も一定

数いる。 

・文章問題の立式や単位に気を付けた解答をするよう

に指導をする。 

 

・演習量を増やして、解きながら理解する形を取る必要

がある。 

・ドリルパークを活用して、文章問題や計算問題を積極的に

取り組ませ、既習内容の定着を図る。 

・文章問題は、図などに表して考え方をまとめる力をつける。

位や繰り上がり、繰り下がりを意識して繰り返し練習する

ことで計算できるようにする。 

・府ドリルパークを活用することによって個別最適な学びが

得られ、平均点も上がった。引き続きドリルパークを活用し

ていく。 

・文章を図式化することにまだ苦手意識があるため、順序だ

てて問題をイメージできるよう取り組ませていく。 

・問題をよく読んで取り組むことができ、短い文章問

題には答えられる児童が増えた。一方で、文章で出

てくる数の順番と式の順番が異なる問題について

は、まだ間違いが目立つ児童が多い。計算問題につ

いては、２桁×２桁の筆算に課題があり、次年度も

繰り返し練習する必要がある。 

学年 教科 学習状況の分析（10月） 課 題（10月） 改善のための取組（10月） 最終評価（２月） 

１ 

国語 

学 学習意欲は高く、発言も多い。ノートの書き方も習得して

いる。平仮名は、全児童が習得しているが、片仮名の習得は不

十分である。全体的に丁寧さに課題がある。 

・文を書くときに、助詞（は・を・へ）や促音、拗

音、句読点等を間違えないようにすることが必要で

ある。 

・自分の考えを文にできず、書き進められないことがあ

る。 

・言語事項に関わる家庭学習を増やし、繰り返し復習できる

ようにする。 

・語句や文の指導では、ノート等に書く活動を繰り返し行い、

個別指導を徹底する。 

・考えの書き方の定型文やポイントを理解させて、繰り返し

練習させる。ペアでの発表を積極的に行う。 

・漢字ドリルやドリルパークを適宜活用して、反復練習をすることにより、言語にかかわる内容の習得が確実になった。 

・課題の多い児童には、個々に宿題を出し、家庭の協力も依頼して、繰り返し学習するようにした。 

・説明や意見を書く学習では、例文を示したり、穴埋め形式で文を完成させたり、複数の方法を示すことにより、児童

が自分の力に合わせて、学習を進めることができるようになった。また、ペアがグループで発表しあうが、友達の表

現の良いところを学ぶ機会となり、主体的に推敲することができるようになってきた。 

算数 

学 学習意欲は高く、計算練習などには進んで取り組む。しか

し、導き出した答えを言葉や図や絵で表現したり、説明したり

することに慣れていない。 

・自分の考え方を友達に話したり、ノートに書いたりす

ることができるようにする。 

・問題の読み間違いや計算間違いをしないように指導

することが必要である。 

 

・ICT 機器を活用し、具体物を動かしたり、考えが上手に書

けている児童のノートを写したりして、書き方を理解して

いけるようにする。 

・問題文を音読して、内容の理解を確実にしてから取り組む

ように指導する。 

・ICT機器の活用場面を増やすことにより、児童に課題が具体的に伝わり、学習理解が確実になった。 

・ドリルやテストで誤答の多かった問題を、再度授業で取組ませることにより、確実に理解させることができた。 

・文章問題に取組む際は、図やヒントがあるものから始め、少しずつ自力解決できるように問題の提示の仕方を工夫し

た。また、誤答の多かった問題を全体で考え合って、正答に導く機会を設けた。 

学年 教科 学習状況の分析（４月） 課 題（４月） 改善のための取組（４月） 中間評価・追加する取組（10月） 最終評価（２月） 
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４ 

国語 

調 新宿区学力定着度調査の結果から、校内平均は目標値を上

回った。しかし、話の内容を聞き取ることや物語の内容を読み

取ることは目標値を下回った。 

学 個人差があり、自分の意見を相手にしっかりと伝えること

ができる児童はおよそ１０名程度である。また、ノートに自分

の考えを書く段階でも、伝えたいことが定まっていない児童が

いる。 

・内容を正しく読み取ったり、聞き取ったりする力を伸

ばしたい。 

・読み取ったことをもとに自分の考えをもち、それをノ

ートに書きながらまとめ、伝えられる児童を増やしてい

きたい。 

・大事な言葉や文章にサイドラインを引きながら読み取り、

ノートにまとめる機会を増やす。 

・読み取ったことや学習したことについての自分の考えを、

学習感想として書き、発表することに繰り返し取り組む。 

・１学期の読み取りテストについては、89％の児童が標準得

点（82 点）以上取ることができた。単元の学習を終えた時点

では文章の内容を読み取ることができるようになってきた

が、初見の文章を読み取る力が定着しているとは言えない。引

き続き重要語句や中心となる文章にサイドラインを引いて内

容を確かめる学習を行っていく。 

・学習課題に沿って自分の考えを発表することができるよう、

現在の取り組みに加えて対話形式で意見交流を繰り返してい

く時間を設ける。 

・新宿区学力定着度調査の結果から、校内平均は全国

平均を上回った。また、年度当初課題であった読む

ことについては、全国平均を上回った。しかし、話

すこと聞くことについては、全国平均を下回った。

引き続き、読み取ったことや自分の考えを、ノート

にまとめて発表したり、対話形式で意見交流を繰り

返したりする必要がある。 

算数 

調 新宿区学力定着度調査の結果から、校内平均は目標値を上

回った。しかし、文章問題を図に表すことや適切な単位を使う

ことは、目標値を下回った。 

学 計算問題が得意だが、文章問題になると聞かれていること

に正対して答えられていない児童がいる。また、問題を正確に

読み取ることの難しい児童がいる。 

・文章問題の意味を正しく読み取り、図で表すことがで

きるように指導する必要がある。 

・身近なものの単位を正しく使うことができるように

したい。 

・デジタル教材を用いて視覚的に文章を読み取らせるととも

に、聞かれていることと分かっていることに線を引かせるな

どの工夫を授業に取り入れる。 

・具体物を活用しながら、体験的に単位の仕組みを理解させ

る。 

・サイドラインを引くことで、聞かれていることがどのよう

なことなのかを理解できるようになってきた。しかし、文章

を図や絵に表したり、それをもとに立式したりすることが

できる児童は半数ほどである。今後も、複数回読んで問題に

答えるなどの工夫を取り入れていく。 

・小数を用いて適切な単位で表すテストの到達度 86％であっ

た。小数の仕組みを学習したことで理解が深まってきてい

ると考えられる。 

・新宿区学力定着度調査の結果から、校内平均は全国

平均を下回った。年度当初課題であった測量の領域

については全国平均を上回ったが、文章問題を図に

表して問題解決することなど、応用面で全国平均を

下回った。引き続き、デジタル教材を用いて視覚的

に問題を読み取らせるとともに、聞かれていること

と分かっていることに線を引かせるなどの工夫を授

業に取り入れていく必要がある。 

５ 

国語 

調 新宿区学力定着度調査の結果、区の平均値よりも上回った。

基礎的な問題においては大きな問題は見られないが、文章を

書く問題では無回答が多く見られた。 

学 自分の考えを文章に表すことが苦手な児童が多い。 

・自分の思ったことや考えたことを書くことができる

ように指導する必要がある。 

 

· 「はじめ」「なか」「おわり」を意識して文章を書くよう指

導する。また、学習感想では、読み取ったことに対する自

分の考えを書くことを繰り返していく。 

· テーマや時数を決めた作文に取り組んだり、提示した描き

方をもとに書き方を学んだりできるようにする。 

・毎週作文を書くことで、自分の気持ちを表現できるように

なってきた。 

・毎回約８割の児童がはじめ、中、終わりを意識して文章が

書けるようになった。自分の思いを書くことが苦手な児童

は、話すことも苦手であるため、スピーチも始めた。 

・新宿区学力定着度調査の結果から、校内平均は全国平

均・新宿区の平均を上回った。年度当初課題であった

「書く」領域では、読書感想文・意見文・低案文・作

文などにおいて書き方をパターン化したことで文章

を書くことへの抵抗感が減ってきた。 

算数 

調 新宿区学力定着度調査の結果は区平均値よりも上回った

が、折れ線グラフの問題の無回答が多かった。 

学 学習内容は理解しているものの、自分の考えを書いたり、

友達に説明したりすることが苦手な子が多い。 

・グラフの読み取りが正しくできるようにしたい。 

 

・自分の考えを表現する力が弱いので、書く機会を増や

す必要がある。 

・グラフの読み方など、前学年までの学習内容を復習する。 

 

・図や式、言葉で表す方法を教え、それらを活用して自分の考

えをノートに表現できるようにする。 

・ホワイトボードを使って、解き方や自分の考えを説明する

時間をなるべく多く取ったことで、説明ができるようになっ

てきた。間違えることを恐れて、自分の考えを書くことがで

きない児童が１割いる。 

・・新宿区学力定着度調査の結果から、校内平均は全国平

均・新宿区の平均を上回った。年度当初課題であった

グラフの読み取りよりも割合や単位量など文章から

正しく立式することが苦手な児童が多かった。基本の

問題を繰り返し継続的に解く必要がある。 

６ 

国語 

調 新宿区学力定着度調査の結果、校内平均は区の平均を上回

ったものの、文章を書く問題では無回答が多く見られた。 

学 漢字を書いたり、簡単な文章を書いたりすることはできる。

しかし、自分の考えの根拠を示したり、友達に分かりやすく説

明したりすることは苦手な児童がいる。 

・文章を書くのに時間のかかる子が多いため、作文する

ことに慣れたり、「始め・中・終わり」の型を身に付け

たりして、書く力を身に付けることが必要である。また、

考えの根拠を示す習慣を身に付けさせる。 

 

・毎週末作文に取り組ませ、書くことに慣れさせる。 

・「始め・中・終わり」を意識したり、考えの根拠を示したり

して文章を書くよう指導する。また、学習感想では、読み取

ったことに対する自分の考えを書くことを繰り返してい

く。 

・毎週末作文を書くことで、児童は書くことに少しずつ慣れ

てきた。 

・型を教えることで、約８割の児童がそれに沿った文章を書

くことができるようになった。その反面、自分で文章の構

成を考える力は不十分である。 

・新宿区学力定着度調査の結果では、「書くこと」の領

域について全国平均を上回ったことから、文章の書き

方を教えたことで、児童に書く力が身に付いたものと

考えられる。ただ、依然として無回答の児童もいるた

め、より細やかな個別指導を行う必要がある。 

算数 

調 新宿区学力定着度調査の結果、校内平均は区の平均を上回

った。学習内容の定着に個人差があり、分数と小数の大小比較、

小数のかけ算の理解が不十分である。 

 

 

学 自分の考えたことをノートに表すことはできるが、相手に

分かりやすく伝えることは苦手である。 

・学習内容の習熟を図る必要がある。特に苦手な単元に

ついては、前学年までの復習を十分に行う。 

 

 

 

・相手に分かりやすく伝える力を身に付ける必要があ

る。 

・東京ベーシック・ドリルの診断テストを活用して、一人ひと

りの学習内容の定着度を把握する。 

・単元や授業の導入場面で前学年までの学習内容を復習して

から本時の学習につなげる等、学習の系統性を意識して授

業を行う。 

・互いの考えを比較検討する場面で、ICTを活用しながら、共

通点や差異点、より効率的な考え等の視点をもたせて話し

合う活動を取り入れる。 

・東京ベーシック・ドリルの診断テストを実施し、苦手な単

元を把握した。個別の対応については今後行う。 

・常に本単元との系統性を意識して授業を行っている。前単

元までの学習内容を振り返ることで、本単元の学習にスム

ーズに入れるようになった。 

・自分の考えたことについて、順序立てて説明できる児童が

少ない。ペア学習を取り入れるなど、考えを説明する機会

を多く設定する。 

・新宿区学力定着度調査の結果から、全国平均を大きく

上回っており、学習内容の習熟を図ることができたと

考えられる。単元の系統性を意識し、既習事項を振り

返りながら授業を展開したことや、自分の考えを書い

たり説明させたりする機会を多くもったことにより、

知識・技能の定着や思考力・判断力・表現力を身に付

けることができた。 

音
楽 

学 全体的には意欲的に学習に取り組んでいる。音楽の諸要素と関連付け

て自分の感じたことや気付いたことを伝えることに課題がある。 

・学年があがるにつれ技能面の個人差が二極化する傾向にある。 

・音楽のよさや特徴について感じ取ったり、どのように

表現したいという思いをもって表現したりする。 

・リズムと拍の違いや、音程や音の長さといった音楽の

諸要素について理解し、自ら進んで学習に取り組む。 

 

・音楽の諸要素を掲示し、常に意識して見られるようにする。 

・ICTや動画、音源などを活用し、活動への見通しやイメージ  

をもって学習に取り組めるようにする。 

・学習の視点をしっかり意識させ、他の児童の良い気付きを

共有できるようにワークシートや実物投影機の活用、発表の

方法を工夫する。 

・p,mp,mf,fなどの強弱記号や音符について、高学年では意

識して活用できるようにしてきた。今後定着できるように

する。 

・なるべくタブレット端末を活用し、個に応じた支援や、協

働的な活動、意見の共有ができるように工夫している。 

・歌唱の学習が十分できない状況ではあるが、感染症対策を

しながら、歌詞の内容や曲想を感じ取る学習を主に行ってい

る。 

・リズム打ちや楽譜の旋律を指でたどるなどの学習を

多く取り入れた。楽譜を注意深く見ることができるよ

うになってきた。高学年は強弱記号について理解がで

きてきた。。 

・タブレット端末を活用して、リコーダーの学習も工夫

しながら行うことができた。 

・音楽会を経験し、友達と音を合わせて演奏したり、歌

ったりする楽しさを味わうことができた。 



図
工 

学 造形活動に興味を持ち、楽しく意欲的に活動に取り組んでいる。 

・道具や材料の扱い方についての経験や技能に差がある。 

・材料や道具に触れ、ものづくりを楽しむが、つくりながら発想を広げ、

深めることが難しい児童がどの学年にも若干名いる。 

・基本的な道具や材料の扱い方の苦手をなくす。 

・造形活動に対する苦手意識をなくす。 

・手順通り作る過程で、試す、工夫する等、よりよいも

のにしようと追究する力を培っていく必要がある。 

・基本的な道具や材料を扱う作品を作る経験を多く積ませる。 

・実物投影機やタブレットを活用する。他の児童の作品やア

イディア等を紹介し、視野を広げられるようにする。 

・材料や用具を自分の表現に合わせて「選び・試す」ことがで

きるような時間を確保するなど、学習過程を工夫する。また、

「選び・試す」ことに取り組みやすいような場の設定を行う。 

・継続して基本的な道具や材料を扱う作品を作る経験を積ま

せたり、身に付いたことは発展的に扱うようにしたりする

ことで技能向上を目指す。経験を積ませたことで苦手意識

がだいぶなくなってきた。 

・自分の表現に合わせ、材料等を「選び試す」場、「友達の

作品やアイディアを見る」ような場の設定をし、発想を広げ

られるよう継続的に指導する。 

・身に付いたことを繰り返し発展的に扱ったことで児

童の技能が向上した。基本的な道具や材料に触れる

経験を積ませたことで、苦手意識をもつ児童が減っ

た。 

・自分で材料等を「選び試す」場、「友達の作品やアイ

ディア」を実物投影機及び自然な形で見るような場の

設定を行い、発想を広げる児童が増えた。また、作品

に対して「追究していこう」とする様子が見られるよ

うになった。 

特
支 

学 学習に意欲的に取り組んでいる児童が多い。 

・教師の指示や友達の話を聞いて正しく理解することが難しい。 

・グループでの話合い活動も苦手にしている。 

・一定の話型を使い「わからない」と伝えることはで

きるようになってきているが、何が「わからない」

のかを伝えられない。 

・教師や友達が話している時に、思いついたことをすぐ

に口に出したりせず、他の人の意見を受けてから、自分

の意見を述べることができるようになることが必要で

ある。 

・「何がわからない」というように他者に伝える言葉、話型の

提示。 

・二か月に一回、認知機能を高めるドリルを全学年で実施。聞

く、想像するなどを中心とした認知機能を高める指導を行う。 

・聞かれても、わからないことは「わかりません」と伝えら

れるようになってきた。何がわからないのか、より詳しく話

すのが課題である。 

・思いついたことをすぐ口に出してしまうことはあるもの

の、教師や友達の話や意見を聞くことはできるようになって

きた。自分の考えとの違いがあっても、受け止めることはで

きるようになってきている。 

・提示された話型を使えば、何がわからないのか、伝

えられるようになってきた。 

・教師や友達の話や意見を聞くことはできるようにな

ってきた。話を最後まで聞くことや、話の途中で思い

ついたことをすぐ口に出してしまうことは引き続き

の課題である。自分の考えとの違いがあっても、一旦

は受け止めることができるようになってきた。 

     調…新宿区学力定着度調査の結果から見える学習状況  学…授業での様子や提出物、作品、ワークテスト、デジタルドリル等から見える学習の状況   ※分量は 2ページ以上となってもよい。   


